
平成３０年度山口県知的障害者福祉協会部会研究報告書 

部会名 （支援スタッフ研究会）     萩・長門圏域代表者名（佐内由美子） 

研究課題 ・各圏域の社会資源、互いのサービスについて知る機会をもつ。 

・現場での支援のあり方や見直し、サービス向上に向けたより良い支援につい

て考える。 

研究の 

ねらい 

◇各施設のサービス提供の取り組みや、問題点を知る。 

◇各圏域におけるつながりの強化、情報交換を行いサービス向上に向けた、より良い

支援について考える。 

部 会 

開 催 

 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

１ 

６月１３日 萩市 ふたば園からふる ６名参加 
／７施設 

【内容】 
・施設紹介、自己紹介、年間圏域会議の計画作成。 
 （＊支援スタッフ研究会係り以外の施設見学参加者について検討を行う。） 
・情報交換とネットワークの構築を図る。 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

２ 

 ８月１０日 萩市 からふる・なないろ 
夢香房すさ・しんわ苑 

12 名参加  
／７施設 

【内容】 
・各施設の社会資源、サービス提供の取り組みを知り、問題点を考える。 
（余暇活動、利用資源、委託業務や工賃、市場開拓、 

保健環境における感染予防について検討） 
・利用者の満足度、支援のあり方を見直し、サービス向上に繋がるより良い支援につい

て考える。（アンケート実施内容について検討） 
・情報交換とネットワークの構築を図る。 
 （担当者以外の１２名参加者も含めた圏域会議を行う。） 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

３ 
９月５～６日 山口市 ゆ～あいプラザ山口 ６名参加 

／７施設 
【内容】 
・次回の施設見学会についての打ち合わせを行う。 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

４ 

１１月２８日 長門市・

萩市 あけぼの園・福祥苑・さんみ園 10 名参加 
／７施設 

【内容】 
・各施設の社会資源、サービス提供の取り組みを知り、問題点を考える。 
 （高齢化、強度障害加算等の研修への取り組み、障害者雇用、施設の環境設定、 

施設整備、プライバシー保護について検討） 
・利用者の満足度、支援のあり方を見直し、サービス向上に繋がるより良い支援につい

て考える。 
・情報交換とネットワークの構築を図る。 
（担当者以外の１０名参加者も含めた圏域会議を行う。） 
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平成30年度
萩・長門圏域の取り組みについて

山口県知的障害者福祉協会部会

支援スタッフ研究会 萩・長門圏域会議報告書

第１回萩・長門圏域会議において年間計画を検討

• それぞれが、どのようなサービスを提供しており、
どんな問題を抱えているか

• 第３者の客観的な視点での意見や提案ができるか

• 圏域におけるつながりの強化

支援スタッフ部会の係だけでなく
各施設プラスの参加者の検討
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第2回萩・長門圏域会議及び4施設の見学

• 子ども発達支援センター からふる （ 萩市内 ）

• 生活介護・就労継続支援Ａ型・Ｂ型・移行支援

なないろ

• 就労継続支援Ｂ型 夢香房すさ （萩市須佐）

• 障害者支援施設 しんわ苑

平成３０年 8月10日（金）
10時半 ～ 16時半

７施設 13名の参加にて実施

子ども発達支援センター からふる

大人のリハビリにも楽しむ工夫が・・・
日常業務の取り組みの見直し
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ふたば園 なないろ

生活支援事業

就労支援事業

霞峯会 夢香房すさ

しいたけ栽培

きくらげ栽培
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霞峯会 しんわ苑

満足できる余暇活動支援

お花見
カラオケ
買物・・・ 高齢化のため活動の違い

の大きさが・・・

活動を分ければ、職員配
置の問題が・・・

第３回 萩・長門圏域会議

• 障害者支援施設 あけぼの園 （ 長門市油谷 ）

• 障害者支援施設 福祥苑 （長門市深川）

• 障害者支援施設 さんみ苑 （萩市三見）

平成３０年１１月２８日（水）
10時半 ～ 16時半

７施設 1０名の参加にて実施
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永久会 あけぼの園

イキイキしたバンド活動練習

監視カメラ設備
配置におけるプ
ライバシー確保

福祥会 福祥苑

寺院からの受託

入浴活動

並行活動の難しさ
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入浴
食事
排泄
行事

などなど・・・

入浴
食事
排泄
行事

などなど・・・

入浴
食事
排泄
行事

などなど・・・

入浴
食事
排泄
行事

などなど・・・

ふたば園 さんみ苑
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整備
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育成

障がい者雇用
キーパー業務
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支援内容の充
実

より良い支援について考える大きな機会

・事業所は知っていたが、内容は知らなかった。社会資源を知るよい機会となり、
利用者の選択の機会の拡大と事業所間の連携が出来れば良いと思った。

・高齢化は入所、通所共に課題が大きい。
・作業の維持、余暇支援等の工夫の参考にしたい。
・他の事業所は新鮮だった。園内での取り組みの話い合いをもちたい。
・事業所の職員間での繋がりが出来て良かった。
・障がい施設と言え、三者三様であったところが驚いた。
・楽しそうだった余暇活動を参考に、レクレーションを増やしたい。
・幼児期から成人へ、楽しみをどこに見い出していくか?どのような生活に繋がるか？
また、幼児期からの自己選択場面の大切さに気付かされた。

・萩・長門圏域事業所の職員間での、繋がりを持つことが出来た。
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多くの課題

多くの課題

高齢化問題

活動の工夫が必要

余暇支援

生活の質（ＱＯＬ）の向上
利用者の楽しみをどこに

サービスの向上

職員配置 予算減算 人材不足

支援のあり方の見直し・サービス向上に向けたより良い支援
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